
2024年12月17日(火) 11:00～17:00
会場：STATION Ai（名古屋市昭和区鶴舞1丁目2番32号）

シンポジウム：大会議室（Ｍ３階）
※Microsoft Teamsによるオンライン配信併用

展示・マッチング：イベントスペース（１階）

スマート農業推進フォーラム
2024 in 東海

～持続可能な農業の展開とスマート農業の展開～

参加費

無料
要登録

１.講演
スマート農業技術活用促進法の制定と
スマート農業の展開について

東海農政局 局長 秋葉一彦

２.東海地域におけるスマート農業実証

プロジェクト成果報告

①スマート農業技術による土地改良後大区画化
ほ場における水稲・大豆作での豚ぷんペレット
利用を中心とした環境保全型精密農業の確立

岐阜県飛騨農林事務所農業普及課
係長 田口和則 氏

②中山間カンキツ産地における人・もの・土地の

シェアリングによるサステナブル産地モデル
の実現

三重県熊野農林事務所 紀州地域農業改良普及センター

普及１課 課長代理 後藤雅之 氏

３.農研機構からの情報提供
   農研機構本部スマート農業施設供用推進プロジェクト室

４.鳥羽商船高等専門学校によるスマート

農業技術の開発と実用化の取り組み

～AIを応用した鳥獣害対策システムの実証～
鳥羽商船高等専門学校 情報機械システム工学科
３年 荻田龍斗 氏

５.自動運転田植機をはじめとした

   スマート農業技術の現場実装について

 みどり技術ネットワーク会議
・事例発表：合同会社みなみ農園、農研機構、

株式会社クボタ

・事例発表者によるパネルディスカッション

６.農林水産省からの情報提供

【展示・マッチング】１１：００～１７：００ イベントスペース（１階）

【シンポジウム】１３：００～１６：００ 大会議室（Ｍ３階）

主催 東海農政局、農研機構中日本農業研究センター

農業者による活用が期待されるスマート農業技術の紹介
東海地域スマート農業推進ネットワーク会員やスマート農業実証プロジェクト構成員企業等によるブース展示

スマート農業は、農業の省力化や生産性向上を図り、農業・農村を維持・発展させる技術
として、また、みどりの食料システム戦略に貢献する技術として期待されています。
本年６月には「農業の生産性の向上のためのスマート農業技術の活用の促進に関する法律」
が成立し、10月に施行されました。
本法律の周知と理解の促進を図るとともに、スマート農業技術の普及・拡大を図るため、フォー
ラムを開催します。是非ご参加ください。



シンポジウム：会場参加 ８０名、オンライン参加 ２００名
※定員に達した時点で募集を終了します。

展示・マッチング：申し込み不要、人数制限なし
定員

STATION Ai
名古屋市昭和区鶴舞１丁目２番３２号
https://stationai.co.jp/

アクセス
名古屋市営地下鉄・JR中央本線
鶴舞駅下車 徒歩６分

＜留意事項＞
専用駐車場のご用意はありませんので、
公共交通機関でお越しください。
お車でお越しの際はお近くの有料駐車場の
ご利用をお願いします。

会場
アク
セス

【問合せ先】 東海農政局生産部環境・技術課
担当：常川、澤田、谷貝 TEL：０５２-７４６-１３１３

応募によって得られた個人情報は適切に管理し、本フォーラムの運営以外には使用しません。

申込期限 ： １２月１０日（火）１７時

シンポジウムの応募は、東海農政局Webサイトの

申込フォームからお願いします。

https://www.contactus.maff.go.jp/j/tokai/form/seisan_kankyo/241217.html

申込フォーム

申込期限 ： １１月２０日（水）

イベントスペースでの展示の出展者を募集しています。

応募は東海農政局Webサイトの申込フォームからお願いします。

https://www.contactus.maff.go.jp/j/tokai/form/seisan_kankyo/241217_1.html

※ 展示ブースは20区画を予定。
出展者は先着順で決定します。

出展申込み

昨年度のフォーラムの展示会場の様子

応募
方法

出展者
募 集
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